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ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
制
度
で
給
付
を
受

け
る
に
は
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
月
町
広

報
で
広
く
町
民
へ
周
知
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
等
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
適
切
に
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
八
月
下
旬
以
降
に
申
請

受
付
を
開
始
し
、
支
給
決
定
者
に

は
十
月
頃
か
ら
随
時
支
給
す
る
予

定
で
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同
じ
く
、

消
費
税
率
改
正
に
よ
る
子
育
て
世

帯
の
影
響
等
を
踏
ま
え
て
、
子
育

て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を
図
る

観
点
か
ら
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
公
務
員
を
除
い
た

六
月
分
児
童
手
当
受
給
者
に
送
付

い
た
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
付
期
間
や
支
給
方
法

な
ど
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同

様
と
な
り
ま
す
の
で
、
併
行
し
て

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
本
町
の
ゴ

ミ
収
集
総
量
は
、
約
二
一
三
二
ト

ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約
一

〇
四
ト
ン
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
に
排
出
し
た
可
燃
ゴ
ミ
の
量

は
、
約
一
七
四
二
ト
ン
で
、
前
年

度
と
比
較
し
六
七
ト
ン
ほ
ど
減
少

い
た
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
減
量
化
の
一
環
と
し
て
は
、

今
年
度
も
衣
類
の
無
料
回
収
を
五

月
二
十
日
・
二
十
一
日
に
町
内
十

か
所
の
地
域
会
館
等
で
実
施
し
、

一
〇
一
㎏
の
衣
類
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
あ
わ

せ
た
衣
類
無
料
回
収
も
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
実
行

が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
ゴ
ミ
の
分

別
排
出
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く
よ

う
一
層
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
家
畜
の
主
た
る
飼
料
作
物
で
あ

り
ま
す
牧
草
は
、
春
先
の
高
温
多

照
に
よ
り
生
育
は
順
調
に
経
過
し

て
お
り
、
五
月
十
五
日
現
在
の
作

況
状
況
で
は
、
平
年
並
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ー

ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
降
雨
が

少
な
い
た
め
、
播
種
作
業
が
平
年

よ
り
進
ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
牧
野
事
業
で
は
、
足
腰
の
強
い

優
良
な
後
継
牛
の
育
成
や
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、
公
共
牧
場
の
運
営

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
度
か
ら
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
の

入
牧
前
検
査
後
に
入
牧
を
実
施
し

て
お
り
、
牧
場
内
で
の
感
染
防
止

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
入
牧
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
酪
農
家
の
飼
育
牛
は
、
四
月

二
十
四
日
に
共
立
牧
場
へ
二
二
七

頭
、
五
月
一
日
に
蕨
岱
牧
場
へ
一

四
〇
頭
を
入
牧
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
立
牧
場
は
、
入
牧
頭

数
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
今
年
度

も
豊
浦
町
及
び
洞
爺
湖
町
の
酪
農

家
の
飼
育
牛
の
預
託
を
受
入
れ
、

五
月
十
五
日
に
五
三
頭
の
入
牧
が

終
了
し
、
合
計
四
二
〇
頭
が
入
牧

し
て
お
り
ま
す
。

　
生
乳
生
産
量
は
、
一
月
か
ら
四

月
ま
で
三
四
〇
五
ト
ン
、
乳
代
は

二
億
九
千
四
百
七
十
七
万
円
と
な

り
、
前
年
に
比
較
し
十
二
ト
ン
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
乳
代
で
は

千
九
百
二
十
五
万
円
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
黒
毛
和
牛
の
一
月
か
ら
四
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
七
五
頭
、
販
売

金
額
は
四
千
三
百
三
十
八
万
円
と

な
り
、
前
年
に
比
較
し
、
販
売
頭

数
で
五
頭
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

販
売
金
額
で
は
三
百
十
四
万
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
の
静

狩
地
区
の
地
拵
・
植
栽
事
業
三
・

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
四
月
二
十
七
日

に
着
工
し
、
五
月
二
十
九
日
に
完

成
し
て
お
り
ま
す
。

　
緑
化
推
進
で
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
万
部
町
緑

と
樹
を
愛
す
る
会
か
ら
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
一
〇
〇
本
の
寄
贈

が
あ
り
、
四
月
二
十
九
日
に
同
法

人
主
催
の
「
植
樹
祭
」
で
、
町
民

参
加
の
も
と
富
野
地
区
の
町
有
地

に
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
で
は
、
長

万
部
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な

被
害
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
グ
マ
や
近
年
個
体
数

が
急
増
し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
が
、

林
業
や
農
業
へ
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
対

処
す
る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続

き
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
」

を
同
協
議
会
に
委
託
し
、
ハ
ン
タ

ー
に
よ
る
巡
回
の
徹
底
や
有
害
鳥

獣
駆
除
業
務
を
実
施
し
、
被
害
防

止
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
　
今
後
も
渡
島
総
合
振
興
局
環
境

生
活
課
と
連
携
を
図
り
、
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
人
畜
被
害
を
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